
２０１２年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 3 6 6 0 1 1 0 2 2 2 5 2 0
2 * 0 2 11 16 2 4 0 3 2 5 1 1 0 3
15 * 0 1 1 7 0 0 3 2 6 8 1 3 1 0
16 * 0 0 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
28 * 0 1 2 4 1 2 1 0 0 0 1 5 4 0
7 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
11 0 0 0 2 6 1 1 1 1 2 3 1 1 2 0
14 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 2 0 0
17 0 0 0 2 3 1 2 0 1 0 1 0 0 0 1
19 0 0 0 1 2 0 0 3 0 1 1 0 1 0 0
22 0 1 3 0 0 0 0 0 0 3 3 0 0 0 0
33 0 0 0 0 0 1 2 0 0 2 2 1 0 0 0
35 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0
37 0 0 0 8 9 0 2 1 3 3 6 0 1 3 3
53 0 1 4 3 5 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 8 15 23 0
2 17 37 64 7 16 11 18 36 54 10 20 13 7

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 1 4 0 6 1 2 1 1 4 5 3 1 2 0
16 * 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0
17 * 0 2 5 14 1 1 2 3 6 9 2 1 0 0
33 * 0 0 3 9 0 0 2 3 2 5 3 0 0 0
90 * 0 0 1 6 0 0 3 1 3 4 7 0 0 0
2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 0 0 1 0 6 1 4 0 1 0 1 2 0 0 0
15 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
19 0 0 0 0 2 1 2 2 1 1 2 1 0 0 0
20 0 0 1 1 8 0 0 0 2 1 3 0 0 1 0
25 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
30 0 0 0 0 3 0 0 1 2 0 2 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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小野寺 恵介 0
仲西 佑起

日下 謙人

16

高山 竜之介 1

2
東 拓哉 5

後藤 早紀 3
藤堂 慈 1

87
RATE

２Ｐ

開始時間

同志社大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

田村 翔 5

31

敗チーム

13

17

３Ｐ ２Ｐ

9

PTS

勝チーム

87

勝ち点２

11:40
会　　場 京都府立体育館

同志社大学

岸本 将也 0

男子 １部リーグ戦

PTS

107

試 合 日 2012.09.02

岩附 孝興 2

記録 関西学生バスケットボール連盟

21
石川 賢太 24 23
田野 司

大阪商業大学

主審 塚本　圭右 副審 柿原　実

勝ち点０コ ー ト

戦評
長いリーグ戦の二日目、2試合目は今季優勝候補の同志社大学と、上位を狙う大阪商業大学の対戦となった。伝統
のチームディフェンスが武器の大商大だったが、逆に同志社の堅守をみせつけられる展開になってしまった。第1ピ
リオド、まず同志社が＃28山本のミドルシュートで先手をとる。大商大も＃17合田のレイアップが決まり、ここから攻守
ともに互いに譲らぬ展開となる。同志社はアウトサイドからの1on1、大商大は＃17合田の1on1、＃33土井のインサイ
ドを中心に攻めていく。しかし、半分を過ぎたあたりで大商大は同志社の１on１に苦戦し始める。テンポよく攻める同
志社に対して、大商大はオフェンスでもボールが回らなくなり、同志社のディフェンスに対して攻めあぐねる。たまら
ずタイムアウトをとるものの、流れは変わらず第１ピリオドは21－8と同志社がスタートダッシュに成功する。第2ピリオ
ド、流れを引き戻したい大商大だったが、田野の速攻からのバスケットカウントによっていきなり出鼻をくじかれる。そ
れでもなんとかしたい大商大は、果敢にインサイドの攻略を試みるが、同志社の激しいディフェンスを前に中々得点
を重ねることができない。対する同志社は、その激しいディフェンスからミスを誘い出し、速攻で得点を着実に伸ばし
ていく。大商大は＃17合田が１on１で得点するものの、単発に終わり、同志社の流れを断ち切ることができない。余
裕ができた同志社は先発メンバーを引き、ベンチメンバーに機会を与え始める。それにより少し勢いは失速したもの
の、大商大も盛り返すことができない。46－19と同志社の大幅リードで前半が終了する。第3ピリオド、メンバーを同
志社は試合開始時のメンバーに戻し、＃２石川のインサイドからのシュートで幸先よく得点する。なんとか流れを引き
寄せたい大商大だったが、同志社の堅守を前に中々得点することができない。それを尻目に同志社は＃２石川がど
んどん得点を伸ばし、＃0田野の隙をついたドライブなどもあり、さらに突き放す。大商大は＃17合田がバスケットカ
ウントでなんとか得点を返すと、その後はしばらく互いに得点が止まる。結局このピリオドはこれ以降互いにあまり得
点が伸びず、62－25で第3ピリオドは終了。第4ピリオド、意地をみせたい大商大は＃17合田の１on１でこのピリオド
を先制する。しかし、すぐさま同志社は＃22後藤が3Pシュートを返し、このピリオドも同志社ペースでゲームが進む。
同志社はメンバーを次々交代し、出てくる選手全員がハッスルプレイをみせる。一方で、大商大は、同志社のハッス
ルプレイを前に自分たちのしたいプレイをさせてもらえない。その後も同志社の一方的な展開が続き、87－31で同
志社の守りのかたさを見せつける勝利となった。
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戦評 吉野　雅史（立命館）
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